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【令和５(2023)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

 A＋ 期待以上の成果があった 

 A 期待どおりの成果があった 

〇 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

本研究は、秘密分散と量子暗号鍵配送（QKD）の融合により、超長期秘匿性を保証する情報通信ネッ

トワークの基礎技術を確立することを目的としている。 

（意見等） 

 研究目的に沿って設定した４項目それぞれにおいて概ね目標・目的を達成したものと判断する。しか

しながら、以下のとおり一部に未達点を認める。１点目として、中間評価時の意見等のうち、「広範囲

な暗号理論を含む情報理論的なアプローチが不足している」という指摘に対して、情報理論的安全性を

与える暗号プロトコルの代表として秘密分散プロトコルのみに限定し、目的とする QKD との融合を一

環して進めたため、将来的な一般性や展開性にやや不安が残る。２点目として、長距離 QKDとして、シ

ミュレーションでは 200kmを目標値として QKD伝送を実証したが、実験的なデモは、システムの距離制

限のためとはいえ 90km にとどまった。３点目として、開発した高度化 QKD装置を提唱する量子セキュ

アクラウド（ネットワーク）に組み込んで実証するまでには至らなかった。その他、全体的に４項目に

おいて様々な技術が開発されているが、特許の件数がやや少ない印象である。 


